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(57)【要約】
【課題】ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮからＧＰＲＳ／ＧＥＲＡ
Ｎへのハンドオーバをサポートする方法および装置を提
供すること。
【解決手段】
　デュアルモードＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）を、
ＬＴＥシステムからＧＥＲＡＮシステムにハンドオーバ
する方法および装置は、ＬＴＥ周波数およびＧＥＲＡＮ
周波数の測定値と、移動元発展型ノードＢによるハンド
オーバを行う決定とを使用する。ＧＥＲＡＮアクセス手
順は、ＷＴＲＵ、移動先基地局コントローラ、および移
動先ＳＧＳＮの間で交換されるＰＳアタッチメッセージ
を含む。あるいは、このＧＥＲＡＮアクセス手順は、Ｗ
ＴＲＵおよび移動先基地局コントローラにより交換され
るＲＡＮモビリティ情報メッセージと、移動元発展型ノ
ードＢによるリロケーション検出メッセージとを使用す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）であって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を、移動元ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
セルから移動先グローバルシステムフォーモバイル（ＧＳＭ）進化型無線アクセスネット
ワーク（ＧＥＲＡＮ）セルにハンドオーバするかどうかを判定するように構成されたプロ
セッサと、
　ハンドオーバ移動元識別子および前記移動先ＧＥＲＡＮセルの識別子を含むハンドオー
バ要求メッセージを移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に伝えるように構成さ
れた送信機と、
　前記移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から、前記移動先ＧＥＲＡＮセルに
関係する無線状況パラメータを含むハンドオーバ命令メッセージを受信するように構成さ
れた受信機と
を具え、
　前記送信機は、前記ハンドオーバ命令メッセージを前記無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）に伝送するようにさらに構成されたことを特徴とする発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項２】
　前記受信機は、前記移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）からリソース解放メ
ッセージを受信するようにさらに構成され、
　前記プロセッサは、前記リソース解放メッセージに応答して、前記無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）に対して割り当てられた無線リソースを解放するようにさらに構成されたこ
とを特徴とする請求項１記載の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項３】
　前記送信機は、前記移動先ＧＥＲＡＮセルに関係する情報を含む測定命令メッセージを
前記ＷＴＲＵに伝えるようにさらに構成され、
　前記受信機は、前記無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から、前記移動先ＧＥＲＡＮセル
に関係する測定情報を含む測定報告メッセージを受信するようにさらに構成され、
をさらに具え、
　前記プロセッサは、前記測定報告メッセージに基づいて、前記ハンドオーバの判定をす
るようにさらに構成されたことを特徴とする請求項１記載の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項４】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）で使用する方法であって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を、移動元ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
セルから移動先グローバルシステムフォーモバイル（ＧＳＭ）進化型無線アクセスネット
ワーク（ＧＥＲＡＮ）セルにハンドオーバするかどうかを判定するステップと、
　ハンドオーバ移動元識別子および前記移動先ＧＥＲＡＮセルの識別子を含むハンドオー
バ要求メッセージを移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に伝えるステップと、
　前記移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から、前記移動先ＧＥＲＡＮセルに
関係する無線状況パラメータを含むハンドオーバ命令メッセージを受信するステップと、
　前記ハンドオーバ命令メッセージを前記無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に伝送するス
テップと
を具えたことを特徴とする方法。
【請求項５】
　前記移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）からリソース解放メッセージを受信
するステップと、
　前記リソース解放メッセージに応答して、前記無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に対し
て割り当てられた無線リソースを解放するステップと
をさらに具えたことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記移動先ＧＥＲＡＮセルに関係する情報を含む測定命令メッセージを前記ＷＴＲＵに
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伝えるステップと、
　前記無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から、前記移動先ＧＥＲＡＮセルに関係する測定
情報を含む測定報告メッセージを受信するステップと
をさらに具え、
　前記ハンドオーバするかどうかを判定するステップは、前記測定報告メッセージに基づ
いて実行されることを特徴とする請求項４記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々なタイプの無線通信システムがある。例えば、一部の無線通信システムには、汎用
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、グローバルシステムフォーモバイル(ＧＳＭ）／Ｇ
ＳＭ進化型高速データ伝送（ＥＤＧＥ）無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）、およ
び新規導入のロングタームエボリューション（ＬＴＥ：ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕ
ｔｉｏｎ）発展型ユニバーサル陸上無線アクセスネットワーク（ＥＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）が含まれる。ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮシステムは、ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮシ
ステムに先行するシステム、すなわちＧＰＲＳ、ＧＥＲＡＮ、またはＵＴＲＡＮとは異な
る物理レイヤおよび異なるアーキテクチャを有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　マルチモードモバイルユニットがこれらの異なるシステムの地理的カバレッジを越えて
移動しているとき、そのモバイルユニットはあるネットワークから別のネットワークにハ
ンドオフされなければならないことがある。全てのネットワークが同一とは限らないので
、このシステム間ハンドオーバをサポートする方法が有益であろう。
【０００４】
　図１は、ＬＴＥシステムアーキテクチャを含む、システム１００の例示的な図を示す。
システム１００は、ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮ１０１と、既存のＧＥＲＡＮ１０２、ＵＴＲＡ
Ｎ１０３およびそれらのＧＰＲＳコア１０４と網間接続するＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮ１０１
の発展型パケットコア１０５とを示す。ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮ１０１は、モビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ：ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ／ユー
ザプレーンエンティティ（ＵＰＥ：ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ　ｅｎｔｉｔｙ）１０６とＡＳ
間アンカ（ｉｎｔｅｒ　ＡＳ　ａｎｃｈｏｒ）ゲートウェイ１０７とを含む発展型パケッ
トコア１０５に接続（Ｓ１）されるＥ－Ｎｏｄｅ　Ｂ（不図示）を備える。発展型パケッ
トコア１０５は、ホーム加入者サービス（ＨＳＳ：ｈｏｍｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓ
ｅｒｖｉｃｅ）１１１に接続（Ｓ６）し、かつポリシおよび課金規則（ＰＣＲＦ：Ｐｏｌ
ｉｃｙ　ａｎｄ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｒｕｌｅｓ）１１２に接続（Ｓ７）する。ＡＳ間ア
ンカゲートウェイ１０７は、オペレータＩＰサーバ（ＩＭＳ、ＰＳＳ等）１１０に接続（
Ｇｉ）し、非３ＧＰＰ　ＩＰアクセスネットワーク１０８に接続（Ｓ２）し、かつＷＬＡ
Ｎ　３ＧＰＰ　ＩＰアクセスネットワーク１０８に接続（Ｓ２）する。ＧＰＲＳコア１０
４は、モビリティ管理、アクセス手順、およびユーザプレーン制御を担うサービングＧＰ
ＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ：Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ
）（不図示）を備える。ＧＰＲＳコア１０４は、ネットワークが外部ネットワークおよび
他のオペレータサーバに接続される場所であるゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（Ｇ
ＧＳＮ：Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）も備える。オペレータ
ＩＰサーバ１１０は、ＶｏＩＰおよび他のマルチメディアサービスが制御される場所であ
るＩＰマルチメディアサービスサブシステム（ＩＭＳ）を含むことができる。非３ＧＰＰ
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　ＩＰアクセスネットワーク１０８は、３ＧＰＰ２（ＣＤＭＡ２０００）やＷｉＭＡＸ（
ＩＥＥＥ　８０２．１６システム）などの他の標準フォーラムで開発された他の技術への
接続を含む。ＷＬＡＮ　３ＧＰＰ　ＩＰアクセスネットワーク１０９は、３ＧＰＰに規定
される網間接続アーキテクチャにより３ＧＰＰシステムに組み込まれるＷＬＡＮを有する
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮセルから、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）／グローバル
システムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ）／ＧＳＭ進化型高速データ伝送
（ＥＤＧＥ）無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）セルへのハンドオーバをサポート
する方法および装置。一実施形態では、このハンドオーバ中のＧＥＲＡＮアクセス手順は
、パケット交換（ＰＳ）アタッチ信号を送信することを含む。別の実施形態では、このＧ
ＥＲＡＮアクセス手順は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）と移動先基地局コントローラ
（Ｔ－ＢＳＣ）との間で交換されるＲＡＮモビリティ情報メッセージを含む。
【０００６】
　より詳細な理解は、例として添付の図面と併せて示す以下の説明から得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ＬＴＥの全体的なネットワークアーキテクチャの一例を示す図である。
【図２】ＬＴＥシステムからＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮシステムへのハンドオフの初期状態を
示す図である。
【図３】ＬＴＥシステムからＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮシステムへのハンドオフの第２の状態
を示す図である。
【図４】ＬＴＥシステムからＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮシステムへのハンドオフの第３の状態
を示す図である。
【図５】無線送受信ユニットおよびノードＢの機能ブロック図である。
【図６Ａ】パケット交換（ＰＳ）ハンドオーバ信号を含むハンドオーバ手順の信号流れ図
である。
【図６Ｂ】パケット交換（ＰＳ）ハンドオーバ信号を含むハンドオーバ手順の信号流れ図
である。
【図６Ｃ】パケット交換（ＰＳ）ハンドオーバ信号を含むハンドオーバ手順の信号流れ図
である。
【図７Ａ】移動元発展型ノード（ＢＳ－ＥＮＢ：ｓｏｕｒｃｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄ
ｅ－Ｂ）から移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）へのリロケーション検出を含むハ
ンドオーバ手順の信号流れ図である。
【図７Ｂ】移動元発展型ノードＢ（Ｓ－ＥＮＢ）から移動先基地局コントローラ（Ｔ－Ｂ
ＳＣ）へのリロケーション検出を含むハンドオーバ手順の信号流れ図である。
【図７Ｃ】移動元発展型ノードＢ（Ｓ－ＥＮＢ）から移動先基地局コントローラ（Ｔ－Ｂ
ＳＣ）へのリロケーション検出を含むハンドオーバ手順の信号流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以後言及する際、「無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語は、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局、固定またはモバイル加入者ユニット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、コンピュータ、または無線環境で動作可能な他の任意のタイプのユーザ装置
を含むが、これだけに限定されることはない。以後言及する際、「基地局」という用語は
、ノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境で動作可
能な他の任意のタイプのインタフェース接続装置を含むが、これだけに限定されることは
ない。
【０００９】



(5) JP 2012-170144 A 2012.9.6

10

20

30

40

50

　図２～４は、ＷＴＲＵをＬＴＥネットワークからＧＥＲＡＮネットワークにハンドオー
バする間に、ネットワークエンティティ間に確立されるトラフィック経路およびトンネル
の３つの状態の例を示す。図２に、ローカルエリアＬＡ２／ルーティングエリアＲＡ２と
して示すＬＴＥネットワークセルから、ＧＥＲＡＮシステムＬＡ１／ＲＡ１に移動するモ
バイルＷＴＲＵ２０１についての初期状態２００を示す。ＧＥＲＡＮシステムに属するセ
ルは、ＬＴＥベースのセルに属するロケーションエリア／ルーティングエリア（ＬＡ２／
ＲＡ２）とは別のロケーションエリア／ルーティングエリア（ＬＡ１／ＲＡ１）を構成す
ることができる。特定の展開形態では、ＧＥＲＡＮセルがＧＥＲＡＮセルと同じ場所を共
用し得るが、これらのセルは、この２つのシステムアーキテクチャ間の違いのために別々
のＬＡ／ＲＡ構成のままになる。他のＷＴＲＵ２５４、２５５がセルＬＡ２／ＲＡ２上に
とどまって示され、ＷＴＲＵ２５１、２５２がセルＬＡ１／ＲＡ１上にとどまる。このＷ
ＴＲＵは現在、移動元ＥＮＢ（発展型ノードＢ）２２２を介してアクセスゲートウェイ２
１１に接続されており、ユーザデータプレーンのためのトンネル２１５および２１６が確
立されている。移動元モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）２２１が、モビリティを制
御し、トンネル２１７および２１８上のユーザ制御プレーントラフィックを処理する。ユ
ーザ制御プレーントラフィックは、移動元ＥＮＢ２２２とＷＴＲＵ２０１との間のトンネ
ル２１９上で接続される。移動先ＧＥＲＡＮシステムは、移動先ＳＧＳＮ２３１、移動先
基地局コントローラ（ＢＳＣ）２３２、および移動先モバイルサービス交換局／ビジタロ
ケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬＲ）エンティティ２３３を含む。
【００１０】
　図３は、ＷＴＲＵ２０１を、ＬＴＥネットワークセルＬＡ２／ＲＡ２から、ＧＥＲＡＮ
セルＬＡ１／ＲＡ１にハンドオーバする間のネットワークエンティティのトンネリングに
関する、オプションの第２の状態３００を示す。ＷＴＲＵ２０１が、今はＧＥＲＡＮセル
ＬＡ１／ＲＡ１に移動している。
【００１１】
　オプションのトンネル２２５を、ＧＥＲＡＮシステムの移動先ＢＳＣ２３２と移動元Ｅ
ＮＢ２２２との間に作成することができる。このトンネル２２５は、発展型コアネットワ
ーク１０５とＧＰＲＳコア１０４との間の新しい接続の間に（すなわち、トラフィックを
切り替えるためのバックボーン手順が完了する間に）、Ｅ－ＮｏｄｅＢを介して、ＧＥＲ
ＡＮシステムとＷＴＲＵとの間で現在待ち状態にあるデータ伝送を一時的に転送するため
に使用することができる。これは、移行中にデータが失われないことを保証することにな
る。システムオペレータは、このステップを実施せず、ＧＥＲＡＮ　ＢＳＣ２３２とＥＮ
Ｂ２２２との間で接続が確立されない完全移行事例に進むことを選択することができる。
そのような場合には、データの転送は２つのコアネットワーク間のＳ３およびＳ４接続上
の上位レイヤで行われる。ユーザデータプレーンおよび制御プレーンのトラフィックは、
トンネル２３５および２３６をそれぞれ通してＷＴＲＵ２０１に運ばれる。
【００１２】
　図４は、ＷＴＲＵ２０１を、ＬＴＥネットワークセルＬＡ２／ＲＡ２から、ＧＥＲＡＮ
セルＬＡ１／ＲＡ１にハンドオーバする間のネットワークエンティティのトンネリングに
関する、状態４００を示す。図４に示すように、トラフィックの切り替えが上位レイヤで
行われることにより、ＧＧＳＮ４１１によって示すように、ＧＥＲＡＮシステムが今では
ユーザトラフィックのネットワークソースである。ＷＴＲＵ２０１が、移動先ＳＧＳＮ２
３１および移動先ＢＳＣ２３２を介して、ユーザデータプレーンおよび制御プレーントン
ネル４１５、４１６および４１７のそれぞれに関して、現在ではＧＥＲＡＮシステムのＧ
ＧＳＮ４１１に接続されている。
【００１３】
　図５は、ＷＴＲＵ５１０およびノードＢ５２０の機能ブロック図である。図５に示すよ
うに、ＷＴＲＵ５１０はノードＢ５２０と通信し、その両方がＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮから
ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮへのハンドオーバをサポートするように構成される。
【００１４】
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　典型的なＷＴＲＵ内で見つけることができる構成要素に加えて、ＷＴＲＵ５１０は、プ
ロセッサ５１５、受信機５１６、送信機５１７、およびアンテナ５１８を含む。プロセッ
サ５１５は、ＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮからＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮへのハンドオーバをサポー
トするように構成される。受信機５１６および送信機５１７は、プロセッサ５１５と通信
する。アンテナ５１８は、無線データの送受信を助けるために受信機５１６および送信機
５１７の両方と通信する。プロセッサ５１５、受信機５１６、送信機５１７、およびアン
テナ５１８はＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮ無線トランシーバとして構成するか、またはＬＴＥ／
ＥＵＴＲＡＮ無線トランシーバとして構成することができる。さらに、プロセッサ、受信
機、送信機、およびアンテナが１つだけ示されているが、ＷＴＲＵ５１０には複数のプロ
セッサ、受信機、送信機、およびアンテナが含まれ、これにより様々なプロセッサ、受信
機、送信機、およびアンテナの集まりが様々なモード（例えばＧＰＲＳ／ＧＥＲＡＮトラ
ンシーバやＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮトランシーバ）で動作できることに留意されたい。
【００１５】
　典型的なノードＢ内で見つけることができる構成要素に加えて、ノードＢ５２０は、プ
ロセッサ５２５、受信機５２６、送信機５２７、およびアンテナ５２８を含む。プロセッ
サ５２５は、ＬＴＥ／ＥＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮへのハンドオーバをサポートするよう
に構成される。受信機５２６および送信機５２７は、プロセッサ５２５と通信する。アン
テナ５２８は、無線データの送受信を助けるために受信機５２６および送信機５２７の両
方と通信する。
【００１６】
　第１の実施形態では、ＧＥＲＡＮアクセス手順が、ＷＴＲＵ５１０のＬＴＥトランシー
バ間のパケット交換（ＰＳ）アタッチ信号を含む。図６は、本実施形態に関するハンドオ
ーバ手順６００の例示的信号図を示す。以下の信号を図６に示し、特定の順序で記載する
が、それらの信号は本実施形態による順序とは異なる順序で生じてよい。
【００１７】
　図６の信号図では、各トランシーバが受信機および送信機を備えるＬＴＥトランシーバ
およびＧＥＲＡＮトランシーバを有するデュアルモードＬＴＥ／ＧＥＲＡＮ　ＷＴＲＵと
、移動元ｅ－Ｎｏｄｅ　Ｂ（Ｓ－ＥＮＢ）と、移動先ＢＳＣ（Ｔ－ＢＳＣ）と、移動元Ｌ
ＴＥ－ＭＭＥと、移動先ＳＧＳＮと、ＬＴＥ　ＵＰＥ／ゲートウェイと、の間で信号が交
換される。この例でのデュアルモードＷＴＲＵは、ＬＴＥおよびＧＥＲＡＮトランシーバ
を含む。
【００１８】
　図６に示すように、ユーザのダウンリンク（ＤＬ）／アップリンク（ＵＬ）トラフィッ
ク６０１ａ、６０１ｂが、ＷＴＲＵ　ＬＴＥトランシーバ、Ｓ－ＥＮＢ、およびＬＴＥ　
ＵＰＥ／ゲートウェイ間で交換される。ＷＴＲＵ　ＬＴＥトランシーバが、ＬＴＥ周波数
およびＧＥＲＡＮ周波数に対する測定６０５を行い、ＧＥＲＡＮ測定報告信号６０６をＳ
－ＥＮＢに伝送する。ＷＴＲＵは、ＧＥＲＡＮを含む様々な無線アクセス技術のリストを
Ｓ－ＥＮＢから受信して、着手する周波数測定のタイプを特定することができる。Ｓ－Ｅ
ＮＢによりシステム間ハンドオーバ６０７が開始され、このＳ－ＥＮＢは、ＧＥＲＡＮを
移動先としている測定報告６０６に基づいてハンドオーバの決定を行う。移動元セルＩＤ
および移動先セルＩＤを含むリロケーション要求信号６０８が、Ｓ－ＥＮＢから移動元Ｍ
ＭＥに伝送される。移動元ＭＭＥが、移動先セルＩＤ（ＧＥＲＡＮ）をＳＧＳＮ　ＩＰア
ドレスにマッピングすることにより、移動先システムのセルＩＤおよびＳＧＳＮ　ＩＤの
特定６０９を行う。移動元ＭＭＥが、国際移動加入者識別番号（ＩＭＳＩ）、移動元セル
ＩＤ、および移動先セルＩＤを含むリロケーション要求６１０を移動先ＳＧＳＮに転送す
る。
【００１９】
　移動先ＳＧＳＮは、移動先ＢＳＣ　ＩＤの特定６１１を行い、ユーザプロファイルおよ
びコンテキストを、それが信号メッセージ６１０に含まれていなかった場合に要求する。
移動先ＳＧＳＮが、セルＩＤ、ＳＧＳＮ　ＩＤ、国際移動加入者識別番号／一時的移動加
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入者識別番号（ＩＭＳＩ／ＴＭＳＩ）を含むハンドオーバ要求信号６１２をＴ－ＢＳＣに
送信する。Ｔ－ＢＳＣが、チャネルの可用性の判定６１３を行い、無線アクセスベアラ（
ＲＡＢ）確立を開始する。Ｔ－ＢＳＣが、ＩＭＳＩ／ＴＭＳＩを含むハンドオフ要求ＡＣ
Ｋ６１４を移動先ＳＧＳＮに伝送する。Ｔ－ＢＳＣと移動先ＳＧＳＮとの間に、ユーザプ
レーンおよび制御プレーントンネル６１５が確立される。移動先ＳＧＳＮが、パケットデ
ータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキスト情報の活性化に備えるためにＭＭ状態およびＳＭ
状態６１６を作り出す。
【００２０】
　移動先ＳＧＳＮが、ＩＭＳＩおよびＳＧＳＮ　ＩＤを含むリロケーション応答６１７を
移動元ＭＭＥに送信し、その移動元ＭＭＥが、ＴＭＳＩおよび移動先ＢＳＣ　ＩＤを含む
リロケーション命令信号６１８をＳ－ＥＮＢに送信する。ユーザデータをＴ－ＢＳＣに転
送するために、Ｔ－ＢＳＣへの一時トンネル６１９がＳ－ＥＮＢによって確立される。移
動元ＭＭＥからＳ－ＥＮＢにハンドオーバ命令６２０が伝送され、ＷＴＲＵ　ＬＴＥトラ
ンシーバに転送され、このＷＴＲＵ　ＬＴＥトランシーバが、サポートされる可能性があ
る他の技術の中で移動先ＧＥＲＡＮ技術を認識し、移動先チャネルＩＤを含む開始／同期
無線信号６２１がＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバに伝えられる。ＧＥＲＡＮトランシ
ーバがＡＣＫ信号６２３を送信する。ユーザデータ６２２が、Ｓ－ＥＮＢとＴ－ＢＳＣと
の間の一時トンネル６１９上で交換される。ハンドオーバ完了信号６２４が、ＷＴＲＵ　
ＬＴＥトランシーバからＳ－ＥＮＢに送信される。Ｔ－ＢＳＣが、リロケーション検出信
号６２５を移動先ＳＧＳＮに送信する。
【００２１】
　このＧＥＲＡＮアクセス手順は、ＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバからＴ－ＢＳＣに
伝送されるＰＳアタッチ信号６２６を含み、Ｔ－ＢＳＣはＰＳアタッチ信号６２７を移動
先ＳＧＳＮに転送する。ＰＳアタッチ受付信号６２８が、移動先ＳＧＳＮによりＴ－ＢＳ
Ｃに返される。ＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバは、Ｔ－ＢＳＣからＰＳアタッチ受付
６２９を受信し、ＰＳアタッチ受付ＡＣＫ６３０で応答するように構成される。Ｔ－ＢＳ
Ｃが、ＰＳアタッチ受付ＡＣＫ信号６３１を移動先ＳＧＳＮに転送する。
【００２２】
　移動先ＳＧＳＮが、新しいＳＧＳＮ　ＴＥＩＤでＰＤＰコンテキストの更新６３３を行
い、ＧＰＲＳトンネリングプロトコルユーザプレーンおよび制御プレーン（ＧＴＰ－Ｕお
よびＧＴＰ－Ｃ）のためのＬＴＥ　ＵＰＥ／ゲートウェイとのトンネル６３４を確立する
。この段階で、ＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバ、移動先ＢＳＣ、移動先ＳＧＳＮ、お
よびサービングゲートウェイ（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇａｔｅｗａｙ）間の全てのＰＤＰコン
テキストに対してユーザプレーン経路が確立される。移動元ＥＮＢから移動先ＳＧＳＮへ
の、トラフィックの切り替え６３８が完了する。ＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバとＴ
－ＢＳＣとの間に、ＲＡＮ情報の交換およびＲＡＢ確立のためのトンネル６３２が確立さ
れ、ユーザＤＬ／ＵＬトラフィック６３５が交換される。
【００２３】
　ハンドオーバ完了信号６３６が、移動先ＳＧＳＮから移動元ＭＭＥに送信され、この移
動元ＭＭＥが、解放信号６３９をＳ－ＥＮＢに、かつＨＯ完了ＡＣＫ６３７を移動先ＳＧ
ＳＮに送信する。Ｓ－ＥＮＢが、ＷＴＲＵに関係する自らのリソースの解放６４０を行い
、データの転送を停止する。解放ＡＣＫ６４１が、Ｓ－ＥＮＢから移動元ＭＭＥに伝送さ
れ、ユーザＤＬ／ＵＬ　ＧＥＲＡＮトラフィックが今度は、ＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトラン
シーバと移動先ＢＳＣとの間のトンネル６４２、Ｔ－ＢＳＣと移動先ＳＧＳＮとの間のト
ンネル６４３、および移動先ＳＧＳＮとＧＧＳＮゲートウェイとの間のトンネル６４４上
を流れる。
【００２４】
　図７は、このＧＥＲＡＮアクセス手順が、移動元ＥＮＢおよび移動先ＢＳＣからのリロ
ケーション検出信号と、ＲＡＮモビリティ情報信号とを含む第２の実施形態による信号図
を示す。本実施形態では、各信号は、図６Ａ、６Ｂ、および６Ｃに示す第１の実施形態と
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似ているが、本実施形態では除外されるＰＳアタッチ信号６２６～６３１の代わりに使用
される以下の信号の点で異なる。
【００２５】
　図７に示すように、ＧＥＲＡＮアクセス手順が、ハンドオーバ完了信号６２４を開始す
る。リロケーション検出信号７２５がＳ－ＥＮＢによりＴ－ＢＳＣに送信され、リロケー
ション検出信号７２６がＴ－ＢＳＣから移動先ＳＧＳＮに転送される。ＲＡＮモビリティ
情報７２７が、Ｔ－ＢＳＣによりＷＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバに伝送され、このＷ
ＴＲＵ　ＧＥＲＡＮトランシーバがＲＡＮモビリティ情報ＡＣＫ７２８を返す。Ｔ－ＢＳ
Ｃが、リロケーション完了信号７２９を移動先ＳＧＳＮに送信する。
【００２６】
　図１～７で先に説明したように、ＷＴＲＵ５１０が、移動元３ＧＰＰアクセスシステム
により移動先３ＧＰＰアクセスシステムに変更するように命令される前に、移動先３ＧＰ
Ｐアクセスシステムで無線リソースが準備される。コアネットワークリソースが割り当て
られる間にデータを転送するために、２つの無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）基本サ
ービスセット(（ＢＳＳ：ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）／基本サービスコント
ローラ（ＢＳＣ：ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）およびＥ－Ｎｏ
ｄｅ　Ｂ）間にトンネルが確立される。
【００２７】
　モバイルのモビリティコンテキストおよびセッションコンテキストを交換するために、
２Ｇ／３Ｇ　ＳＧＳＮと、対応するＭＭＥとの間にコアレベルで制御インタフェースがあ
ってよい。加えて、移動先システムは、無線リソース構成、移動先セルシステム情報、等
、などの無線アクセス要件に関する指示をＷＴＲＵに与えることができる。
【００２８】
　ハンドオフ中には、ユーザデータが失われることを（例えば転送により）避けるために
、ユーザプレーンが移動先システムに直接切り替えられる前に、ＤＬユーザプレーンデー
タが移動元システムから移動先システムに送信される中間状態がある。３ＧＰＰアンカが
、ＤＬ　Ｕ－プレーンデータを直接移動先システムに送信できると判定するまで、バイキ
ャストを使用することもできる。
【００２９】
　実施形態
　１．移動元ＬＴＥセルからＧＥＲＡＮセル情報を使用する移動先ＧＥＲＡＮセルを含む
他の無線カバレッジエリアにハンドオーバするために使用されることになるＬＴＥ周波数
およびＧＥＲＡＮ周波数に対する測定を行うために、ＬＴＥシステムから利用可能なセル
およびそれらの利用可能なセルの技術のリストを受信するように構成されるプロセッサを
具えたデュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　２．前述のＧＥＲＡＮ周波数に対する測定の測定報告を、移動元発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）に送信するように構成される送信機をさらに具えた実施形態１記載のデュアルモード
無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　３．ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／発展型ユニバーサル陸上無線アクセス
ネットワーク（ＥＵＴＲＡＮ）セル内で無線通信を受信しながら、グローバルシステムフ
ォーモバイル（ＧＳＭ）／ＧＳＭ進化型高速データ伝送（ＥＤＧＥ）無線アクセスネット
ワーク（ＧＥＲＡＮ）セル情報を受信するように構成される受信機をさらに具えた実施形
態１または２記載のデュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　４．ＧＥＲＡＮ通信を受信するように構成される第２の受信機であって、前述の受信機
は複数のサポートされる無線アクセス技術の中から移動先技術を認識し、それにより前述
のプロセッサは移動先チャネルＩＤをその第２の受信機に伝える、第２の受信機をさらに
具えた実施形態１～３のいずれかに記載のデュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ
）。
　５．パケット交換（ＰＳ）アタッチ要求を移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）に
送信することによりＧＥＲＡＮアクセス手順を開始するように構成される第２の送信機を
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さらに具えた実施形態１～４のいずれかに記載のデュアルモード無線送受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）であって、前述の第２の受信機は前述の移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ
）からＰＳアタッチ受付信号を受信するように構成されるデュアルモード無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）。
　６．前述の第２の送信機はＰＳアタッチ受付ＡＣＫ信号を前述の移動先基地局コントロ
ーラ（Ｔ－ＢＳＣ）に送信するように構成される実施形態５記載のデュアルモード無線送
受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
　７．ＧＥＲＡＮ通信を受信し、移動先基地局コントローラからＲＡＮモビリティ情報信
号を受信するように構成される第２の受信機と、
　ＧＥＲＡＮ通信を送信し、その移動先基地局コントローラにＲＡＮモビリティ情報ＡＣ
Ｋ信号を送信するように構成される第２の送信機と、
をさらに具えた実施形態１～３のいずれかに記載のデュアルモード無線送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）。
　８．ＧＥＲＡＮを含む様々な無線アクセス技術を含む測定リストを無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）に送信するように構成される送信機を具えた移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ
）。
　９．前述のＷＴＲＵをハンドオーバするための移動先ＧＥＲＡＮセルの測定値を有する
前述のＷＴＲＵから測定報告を受信するように構成される受信機をさらに具えた実施形態
８記載の移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　１０．前述の測定報告に基づいて、前述の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を移動元Ｌ
ＴＥセルから移動先ＧＥＲＡＮセルにハンドオーバすることに関する決定を行うように構
成されるプロセッサ
をさらに具えた実施形態８又は９記載の移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　１１．前述の送信機は、移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）をサポートする移動元ＭＭＥ
（モビリティ管理エンティティ）にリロケーション要求を送信するように構成され、その
要求は移動先システムＩＤおよび移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）　ＩＤを有する実施形
態８～１０のいずれかに記載の移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　１２．前述の受信機は、一時的移動加入者識別番号（ＴＭＳＩ）および移動先基地局コ
ントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）ＩＤを含むリロケーション命令を受信するように構成され、そ
れにより前述のプロセッサはデータを転送するための前述の移動先基地局コントローラ（
Ｔ－ＢＳＣ）への一時トンネルを確立するように構成された実施形態８～１１のいずれか
に記載の移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
　１３．無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のハンドオーバに関するハンドオーバ移動先Ｇ
ＥＲＡＮシステムを、サービング発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から受信したリロケーション
要求から特定するように構成されるプロセッサを具えた移動元ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）　モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）であって、そのリロケーション
要求は移動元セルＩＤおよび移動先セルＩＤを有し、前述のプロセッサは、移動先ＧＥＲ
ＡＮセルＩＤをサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）ＩＰアドレスにマッピン
グすることにより移動先ＧＥＲＡＮセルを制御するサービングＧＰＲＳサポートノード（
ＳＧＳＮ）を識別するように構成された移動元ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）
　モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）。
　１４．前述のプロセッサは、移動先システム内でのリソース割当に関する要求を、移動
先セルＩＤと、国際移動加入者識別番号(ＩＭＳＩ）としての無線送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）　ＩＤとを含むメッセージによって転送するように構成される実施形態１３記載の
移動元ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）　モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ
）。
　１５．前述のプロセッサは、移動先サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）か
らハンドオーバ完了メッセージを受信した後に、移動元ロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）システム内で前述の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に割り当てられたリソース
を解放するように構成される実施形態１３または１４記載の移動元ロングタームエボリュ
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ーション（ＬＴＥ）　モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）。
　１６．デュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を、ロングタームエボリューシ
ョンシステムセルから、グローバルシステムフォーモバイル（ＧＳＭ）／ＧＳＭ進化型高
速データ伝送（ＥＤＧＥ）無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）セルにハンドオーバ
する方法であって、　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）セル内で無線通信を受信
しながらＧＥＲＡＮセル情報を受信するステップと、
　移動元ＬＴＥセルからＧＥＲＡＮセル情報を使用する移動先ＧＥＲＡＮセルを含む他の
無線カバレッジエリアにハンドオーバするために使用されることになるＬＴＥ周波数およ
びＧＥＲＡＮ周波数に対する測定を行うために、前述のＬＴＥシステムから利用可能なセ
ルおよびそれらの利用可能なセルの技術のリストを受信するステップと
を具えた方法。
　１７．前述のＧＥＲＡＮ周波数に対する測定の測定報告を、移動元発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）に送信するステップをさらに具えた実施形態１６記載の方法。
　１８．前述のデュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の第１の受信機が複数の
サポートされる無線アクセス技術の中から移動先無線アクセス技術を認識するステップと
、移動先チャネルＩＤをそのデュアルモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の第２の受
信機に伝えるステップとをさらに具えた実施形態１６または１７記載の方法。
　１９．パケット交換（ＰＳ）アタッチ要求を移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）
に送信することによりＧＥＲＡＮアクセス手順を開始するステップをさらに含む実施形態
１６～１８のいずれかに記載の方法であって、前述の第２の受信機は前述の移動先基地局
コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）からＰＳアタッチ受付信号を受信するように構成された方法
。
　２０．ＰＳアタッチ受付ＡＣＫ信号を前述の移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）
に送信するステップをさらに具えた実施形態１９記載の方法。
　２１．移動先基地局コントローラからＲＡＮモビリティ情報信号を受信するステップと
、
　ＲＡＮモビリティ情報ＡＣＫ信号をその移動先基地局コントローラに送信するステップ
と、
をさらに具えた実施形態１２記載の方法。
　２２．発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が無線送受信ユニットのハンドオーバを行うための方
法であって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から受信した、測定されたＧＥＲＡＮ周波数の測定報
告に基づいて、前述のＷＴＲＵを移動元ＬＴＥセルから移動先ＧＥＲＡＮセルにハンドオ
ーバすることに関する決定を行うステップを具えた方法。
　２３．ＧＥＲＡＮを含む様々な無線アクセス技術を含む測定リストを無線送受信ユニッ
ト（ＷＴＲＵ）に送信するステップと、
　ハンドオーバするための移動先ＧＥＲＡＮセルの測定値を有する前述の無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）から測定報告を受信するステップと、
をさらに具えた実施形態２２記載の方法。
　２４．前述の送信機は、移動元ｅＮＢをサポートする移動元モビリティ管理エンティテ
ィ（ＭＭＥ）にリロケーション要求を送信するように構成され、その要求は移動先システ
ムＩＤおよび移動元発展型ノードＢ（ｅＮＢ）　ＩＤを有する実施形態２２～２３のいず
れかに記載の方法。
　２５．一時的移動加入者識別番号（ＴＭＳＩ）および移動先基地局コントローラ（Ｔ－
ＢＳＣ）ＩＤを含むリロケーション命令を受信するステップと、前述のリロケーション命
令に応答してデータを転送するための前述の移動先基地局コントローラ（Ｔ－ＢＳＣ）へ
の一時トンネルを確立するステップとをさらに具えた実施形態２４記載の方法。
【００３０】
　諸特徴および要素を上記に特定の組合せにより説明したが、各特徴または要素を、他の
特徴および要素なしに単独で、または他の特徴および要素を伴うもしくは伴わない様々な
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組合せで使用することができる。本発明で提供する方法または流れ図は、汎用コンピュー
タまたはプロセッサによって実行するためにコンピュータ可読記憶媒体中に実施されるコ
ンピュータプログラム、ソフトウェアまたはファームウェアで実施することができる。コ
ンピュータ可読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読出し専用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアク
セスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体記憶装置、内蔵ハードディスクやリ
ムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ‐ＲＯＭディスクやＤＶＤ
（デジタル多機能ディスク）などの光学媒体が含まれる。
【００３１】
　適切なプロセッサには、例えば汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、
ＤＳＰ（デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する
１個または複数個のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用
途向けＩＣ（ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ
ｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、書替え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）
および／または状態機械が含まれる。
【００３２】
　ソフトウェアに関連するプロセッサを、ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）、ＵＥ（ユー
ザ機器）、ターミナル、基地局、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）または任意の
ホストコンピュータで使用する無線周波数トランシーバを実装するために使用することが
できる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカホン、振
動装置、スピーカ、マイクロホン、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、キ
ーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユニッ
ト、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）ディスプレイユニット、ＯＬＥＤ（有機発光ダイオード
）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレイヤ、メディアプレイヤ、ビデオゲーム機モ
ジュール、インターネットブラウザ、および／または任意のＷＬＡＮ（無線ＬＡＮ）もし
くはＵＷＢ（超広帯域）モジュールなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアによ
って実装されるモジュールと組み合わせて使用することができる。
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